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概　要
　FRPと埋設型枠のKKフォームを使用した、ハイブリッド
な新型橋梁排水桝。コンクリート床版と排水桝の付着強度が
増すことにより、コンクリート床版からの漏水を防ぎ、コン
クリート表面の美観の向上等を実現する。

従来のFRP排水桝の課題
１．FRP部材と床版コンクリートの付着が弱く、この間から
漏水が発生する。
２．FRP排水桝の上面が壁となり床版上に滞水し、凍結融解
を引き起こす。
３．壁高欄と排水桝の間の防水施工がしにくく、防水工の漏
水の原因となりうる。

本技術の特長
１．コンクリート床版との付着強度の増加による漏水防止
コンクリートとの付着に優れたKKフォーム（繊維補強モ
ルタル）を使用し、これを床版内に埋設することにより裏
面への漏水を防止する。
２．コンクリート表面の美観向上
１により漏水が防止されることで、コンクリート表面に漏
水の水路が形成されないため、コンクリート表面の美観損
傷の予防が可能となり、周辺環境への影響も抑制できる。
３．埋設構造による利点
排水桝全体をコンクリート床版内部に埋設する構造のた
め、以下の効果が期待される。
・�床版表面へのFRP部分の露出による表面段差が生じなく
なるため、床版表面の帯水発生の抑制が可能となり、床
版表面部分の凍結融解の防止が期待される。
・�床版表面へのFRP部分の露出がなくなることにより、線
膨張係数、弾性係数の異なるコンクリートとFRPの接合
で生じる引張力の影響を受けにくくなるため、コンク
リートひび割れ発生防止により床版の強度低下の防止が
期待できる。

壁高欄側の埋設型枠について
　リブ構造を有する埋設型枠（KKフォーム）は、壁高欄側
の一辺が床版天端よりも上に飛び出している。これは物理的
に壁高欄内部への水の浸透を防ぐ壁の役目を果たすのと、壁
高欄と埋設型枠の界面を床版より上に上げることで防水施工
を容易にさせる目的がある。
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黄色のリブ構造部分により床版との
付着強度を増大させる
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排水管周りに漏水が確認できる

排水桝端部からクラック

排水管周りに漏水は見られない

クラックの発生がない

コンクリート床版への設置完了

暴露試験４カ月後の比較
従来技術 本技術

積算資料公表価格版�2023年10月号掲載

http://www.kensetsu-plaza.com
http://www.kensetsu-plaza.com

